ポイント６　変額個人年金保険と特別勘定
重要度　中
ポイント
変額個人年金保険の積立金は、通常、契約後から年金支払開始までの期間中、契約者が選択した特別勘定で運用します。（積立金は運用実績に基づき日々変動し、最終的には年金支払開始日の前日の積立金（年金原資）により年金額が確定します。）
満期時に受け取る年金額は、運用次第で大きく増える可能性がある一方で、運用結果によっては年金支払総額が払込保険料総額を割り込むリスクがあります。
年金支払開始前に被保険者が死亡した場合は、死亡日の積立金額や払込保険料総額などにより算出された死亡給付金が支払われます。
解約払戻金は特別勘定の運用実績により計算され、毎日変動し、一般に最低保証はありません。

変額個人年金保険の商品内容の違い
変額個人年金保険は生命保険会社や商品によって主に次のような商品内容の違いがあります。
　①特別勘定の数
積立金を運用する特別勘定については、運用対象の異なる複数の特別勘定の中から契約者が選択するタイプが一般的ですが、特別勘定が１つだけのタイプもあります。
特別勘定が複数のタイプの場合、契約者は契約後もほかの特別勘定への変更や繰り入れる資金の比率を指定・変更することができます。（この手続きを「スイッチング」と呼びます。）
　②年金支払開始後の運用
積立金を一般勘定に移すタイプが一般的です。この場合、毎年受け取る年金額は一定となります。
また、年金支払開始後も特別勘定で運用するタイプもあります。この場合、毎年受け取る年金額は「基本年金額±変動年金額」となり、特別勘定の運用実績によっては、基本年金額を下回ることがあります。
　③年金額の最低保証
商品のタイプによって、年金額や年金原資に最低保証のない場合と、一定額を保証する場合があります。
　④死亡給付金の最低保証
死亡給付金は元本保証されており、「死亡日の積立金額または払込保険料総額（最低保障額）のいずれか大きい金額」というタイプが一般的です
[bookmark: _GoBack]　⑤その他
配当金のあるタイプ（有配当保険）と配当金のないタイプ（無配当保険）があります。
